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図3＝ResultantinternalenergydistributionforC£toc志．  
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図2 プロットはHe、Ne、血、XeとC6。の中の炭素原子との散乱微分断面を示す。実線はモリエール  
ポテンシャルを用いた計算結果、点線はラザフォード散乱の断面積を示す。実験室系での衝突エネル  
ギーは図中に示されている。  
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（4）多価電荷大クラスター分裂実験装置（李相茂、郁春均、冨田成夫、新井一郎）   
科研費重点領域「多自由度系としての原子集団及び原子のトンネル現象」（平成8～10年度）の「ク  
ラスター分裂」班として発足したプロジェクト研究であり、初年度は金属クラスター源と初段の高分解能質   
量分析器の建設を順調に行なった。金属クラスター源は世界最高水準を行くフライブルグ大学製を導入し、  
クラスターサイズN＝100、1000可変、強度101コ／5eCの性能をもつ。そLてJEOI．杜の高分解能質量分  





Accelerati（）n Or  
Deceleration  ClusterFission 
図1＝クラスター分裂の概念図  
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図1：84Kr＋27AlのZ分布の実験結果。（a）臥5MeV／A，（b）5．8MeV／A，（c）10．2MeV／A。線は拡散モデルによる反  
応時間の計算値；破線、実線、点破線はそれぞれ2核子系の寿命が2×10‾21、8×10‾21、20×10‾21秒の場合。  
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【3】 スピン偏極核反応実験（青木保夫、田岸義宏）  
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（2）低エネルギー領域における重陽子融合反応の偏極分解能の測定   
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図1  D（d・p）T・D（d・n）3He反応における入射エネルギー，30，50，70，100keVでのiTll，T2O，T21，T22・  
実線は、Legendrefits、点線は、既存の遷移振幅パラメーターからの計算胤  







メターのサーチが必要である。これらの結果については、1997年1月に神戸で開かれたThe7th RCNP  
InternationalWorkshop on Polarized3rre Beans and Gas Targets and Their Application で口  
頭発表を行った。  
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（1）高エネルギー重イオン衝突実験（八木浩輔、三明廉郎、栗田和好、西村俊二、佐甲博之、加   
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図2：TOF時間分解能（c～84psec）   図1：WA98スぺクトロメータ  
b）158AGeV鉛・鉛衝突における流体力学的解析  
高エネルギー原子核衝突における流体力学的振る舞い（Collectjve Flow）について、Bevalaeの  
プラスチックボール実験などにおいて確認されて以来、数十MeVから数GeV領域まで広いエネ  
ルギー範囲で測定され、解析方法についても整備されてきた。特に最近ではGSI・SISで精力  
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図1：フロー角に対する重粒子の方位角分布 図2：非一棟分布の程度の衝突径数依存性  
－47   











1   
〕＿5  
ロ  





0 100 200 300 400   
Qinv【MeV／c】  
0 100 200 300 400   
Qinv【MeV／c】  
図4：フロー逆方向（左）、同方向（右）におけるがが二粒子相関関数   
c）AGS－E866実験における重陽子生成の研究  
アメ1）カ合衆国のBNL研究所のAGS－E866実験において12AGeV／cの金・金衝突で創り出さ  













ー48、   
且4は0．8＜ブ＜1・4の範囲で一定であった。この結果AGSの金・金衝突においてもパワー削が成  
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図1：AGS－E866スペクトロメータ  
0．1000  
0．0500  βev01己C  〈GS  cERN  
















800m Ent，rqYIG白V／∧】   
囲2：βAのどームエネルギー依存性  
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